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※ 平成２４年度優良取組表彰地区

～平成２４年度県内での取組状況～

農地・水・環境保全向上対策は、県内２７市町村で９８１の活動

組織が７４，３００haの面積で協定を結び共同活動を実施していま

す。

卯之木里山を守る会 P29

高倉地区資源保存会 P41

新宮地区農地・水・環境保全会 P27

竜光環境保全会 P25

真人地域資源保全会 P21

農地・水・緑保全の郷【笹堀】 P13

鹿ノ俣地域夢苦楽部 P 3

ふるさと沢っ子隊 P11

大和地区保全会 P19

高田地区環境保全会 P 1

蓮潟環境保全チーム P 9

下島潟資源向上協議会 P 7

上岡環境保全会 P35

川上農地保全組合 P37

矢田地区資源保全会 P31

サンサン佐渡山活動組織 P15



平成19年度から始まった農地・水・環境保全向上対策
も今年度から新たに二期対策としてスタートしました。

共同活動組織数は、平成19年度の840組織から今年度
981組織と増加し、活動が着実に広がっております。

これまでの地域ぐるみの活動が定着し、将来も継続し
た取組となるよう、県も研修会の開催など活動への支援
を引き続き行っていきたいと考えております。

その一環として、本年度も優良取組表彰の受賞８組織
を始め、県内の地域協議会から推薦いただいた活動組
織の優良な取組を事例集としてまとめました。

二期対策における取組の充実に向け、本誌を参考とし
て活用いただければ幸いです。

～はじめに～

平成25年３月
新潟県農地部農地建設課長
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・農作業の機械化による農作業経験者の不足 
・農産物の価格下落による農業意欲の衰退 
・資材の高騰による農業意欲の衰退 
 
そして・・・ 
 
・有技能者による農作業技術の伝承がなされていない。 
（稲作、畑作、保存方法等） 
 
 

こども会や地域のお母さ
ん方と一緒に景観作物の
手入れや農道清掃を行い
ました。 
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川上地区の年齢構成（H20年調査） 
地域の課題 

生産者も消費者 

 
そこで！！ 

 
『消費者の目線に立ってみれば・・・』 
 
・食の安全    ・食料の安定供給 
・食材の新鮮さ ・食味の良さ 
・家庭菜園ﾌﾞｰﾑ 

 

啓発看板の設置 

農道の清掃 

ヤナギバヒマワリの植付 

ヤナギバヒマワリ植付箇所の手入れ 



取り組みの概要 

●有技能者からの技術伝承 
 ①実作業の中での習得（共同畑） 
 ②パンフレット（ＤＶＤ） 
●伝える「技」の対象は 
 ①稲作、畑作 
   ・作業を軽減させる技 
   ・良質多収（安全性）を目指す技 
   ・食味の良さを向上させる技 
 ②保存方法 

●伝えるものは 
 ・日ごろの農作業「裏ワザ、隠し技、コツ」 
●伝える達人は有技能者の皆さん 
●伝えられる担い手は希望の皆さん 

主なスケジュール 

施策内容 参加対象 実施項目 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 その他 

野菜づくり実習 
 ・子ども会 
 ・保護者 
 ・住民全般 

 ①借地の手配 
 ②指導者への依頼 
 ③実作業（技の実習） 
 

              

作物は 
枝豆、トウモロコシ 
ジャガイモ、サツマイモ 
大根、白菜、その他 

パンフレット作成 
 ・住民全般 
 ・役員 

 ①「技」の収集 
 ②収集データの編集 
 ③パンフの作成配布 

                

収穫祭＝振返り  ・住民全般 
 

 野菜づくり実習の復習 
 収穫物を肴に交流会 
 

     ▲      ▲     

まずはお手本 

施肥にチャレンジ！ 

これくらいかなぁ？ 

トウモロコシづくり！ 

おいしそう♪（＾＾） 



活動組織からの声 

スイカづくり 

うわっ重たい！(゜д゜) 

“技の伝承”で栽培・収
穫したトウガラシを使っ
て、妙高の特産品「かん
ずり」づくりにもチャレ
ンジしました！ 

 “技の伝承”による取
り組みは、体験実習だけ
ではありません。マニュ
アルを作成し、それを参
加者に配布することで、
有技能者からの教えを後
世に伝えていきます。 
 また、「川上農地保全
組合たより」の定期的な
刊行により、地域内での
情報共有にも努めていま
す。 

●「農地・水」への参加により、基盤整備事業以降の経年劣化による、農業施設の改修事業が大きく 

 進展しました。高齢化が進む中、今後の地域農業の継続に大きな力となっています。 

●子ども会の皆さんからは「初めてこのような活動に参加ができ、本当に楽しかった。また、皆でや
ろう！」との感想もいただき、世代を超えての活動に弾みがつきました。 

●今後は農業施設の維持のみではなく、人々の持っている「技」等、人的な地域の財産も継承される 

 取り組みも継続していきたいと考えます。 



地区のようす 

取り組み状況 

（新潟県糸魚川市高倉地区）  

 本地区は、新潟県南西部の糸魚川市旧能生町の東部に位置する中山間地域で、地区内農地の 
９割以上は地すべり防止区域内に散在する急峻な棚田地域です。 
 地域において過疎化・高齢化が進行する中、総世帯数３５戸の小さな集落にも関わらず、農地
水環境保全向上対策や中山間地域等直接支払制度を有効的に活用し、長年育まれてきた自発的な
コミュニティ活動や生産資源保全活動を住民一丸となって展開することで資源保全と地域振興を
図っています。 

に い が た け ん い と い が わ し た か く ら ち く 

た か く ら ち く し げ ん ほ ぞ ん か い 

【協定対象面積】 48.3ha （田：48.3ha 畑： - ha） 

【農業用施設】  開水路：3.7km  パイプライン3.0km   農道：7.4km  ため池33ヶ所     

【農 家 戸 数】  25戸  

語り合おう豊かな自然！世代を超えて全員参加！ 

高 倉 地 区 資 源 保 存 会 

基礎活動 

・農道の草刈り・側溝の泥上げ 
「グランフォンド糸魚川」のコース 
 としても利用されています。 

高倉地区資源保全会 

高倉老人クラブ

高倉区

南能生小学校ＰＴＡ

高倉子供会

ＪＡひすい農業者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高倉地区を考える会 

推進体制 

高倉営農（集落）マップ 

・ため池の草刈り 
急な法勾配のため注意 
が必要です。 

・ため池の泥上げ 
安定した貯水のためには 
大事な作業です。 



活動組織からの声 
 この活動は、身近なことに視点がおける活動なので、地区住民対話を通じて色々な意見やアイディ
アを出し合い、参加者一人ひとりが少しでも地域づくりに役立っているとの想いで、これからもしっ
かりと取り組んでいきたいと考えています。 
 また、開水路のパイプライン化は維持管理の軽減や用水の安定供給など、中山間地域の農地保全に
かかせない作業であり、今後も重点的に取り組みたいです。 

・地域住民との交流 
伝統ある都市農村 
交流イベント 
「高倉収穫祭」 
「運動会」 

 
・景観形成の植栽 

「千本坂ﾌﾗﾜｰﾛｰﾄﾞ」 
の植栽には地域内外 
子供から大人まで 

参加します。 
 

農地・水向上活動 

・異常気象後の対応 
山腹土水路をﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化 
で復旧します。 

・異常気象後の対応 
崩れ出た土砂を速やかに 
撤去し通行を確保します。 

農村環境向上活動 

・破損施設の改修 
農道をｺﾝｸﾘｰﾄで補強する 
ことにより長寿命化。 
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